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幼稚園のウェブログに対する保護者と職員の意識の調査

TheConsciouSnesslnvestigationoftheProtectorandthe 

StafftoWeblogattheKindergarten 

中野淳子

hｎｋｏＮＡＫＡＮＯ 

大久保英哲

ＨｉｄｅａｋｉＯＫＵＢＯ 

概要：幼稚園教育では学校教育以上に保護者との連携は欠かせない。そのための情報発信は必須で

ある。そこで、毎月の便りや参観日、毎日の送迎時の情報交換に加えて、Weblogで子どもたちの

様子を公開することにした。公開してから約２ヶ月半が経過したところで、Weblogの記録と保護

者と職員へのアンケート結果を分析し、Weblogの効果や今後の課題について考察した。

キーワード：幼稚園教育Weblog保護者職員情報発信

１はじめに

国立教育政策研究所教育課程研究センター

「幼児期から児童期への教育」の中でも「機会

をとらえて、幼児の遊びの状況やがんばってい

ること等、具体的な児童の姿について、保護者

に伝える必要がある（2005）」とあるように、

幼稚園の情報公開、説明責任は重要な課題であ

る。

幼稚園では、毎月の便りや参観日、懇談会、

毎日の送迎時において情報公開に取り組んでい

る。しかし、これだけでは幼稚園での遊びに対

する意味を理解してもらったり、説明責任を果

たしたりしているとは言い難い。そこで、本研

究ではＷＥＢページでの情報公開に取り組んでい

きたいと考える。

これまでにも電子メールやＷＥＢを利用した情

報発信は、先進的な学校や園において実践され

てきた｡例えば正來らは、コンテンツ作成や更

新の容易な、また保護者がいつでもどこでも閲

覧可能な携帯電話を対応の学校・学年webサイ

トのシステム構築運用を行い、その効果を明ら

かにしている。

そこで、本幼稚園でも手軽で容易に更新がで

きるWeblogを利用して保育情報を公開すること

にした。９月に公開して約２ケ月半が経過した

現在、保護者や職員からＰＣの操作や内容につい

て意見が聞かれるようになってきた。今後本格

的に運用していくために、問題点を洗い出し、

改善点を見つけていく必要があると考える。

２．研究の目的および方法

（１）目的

上記問題に対応し、幼稚園でWeblogを運用す

る効果と運用していく上での課題を考察する。

（２）方法

①Weblog｢今日の幼稚園(ココログ＠nifty)｣を構

築する。

②１１月半ばにWeblogの投稿記録や保護者、

職員へのアンケートからVWeblogに対する

意識を調査する。

③調査結果から､Weblogの効果と今後の課題
を考察する。～ｗへ

３．幼稚園Weblogの運用の配慮点

本園のWebページは、1998年夏に開設され、

沿革・教育目標・研究・年間行事予定・園歌・

園舎平面図・教職員組織・園児の募集や研究会

のお知らせが掲載されている。さらに、新着情
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報で3ヶ月に１回程度、園の様子が発信されてい

た。保護者対象というよりは、入園希望者、研

究筐参加希望者を対象に公開されており、更新

は←に'0回程度であった。
そこで、2005年夏に保護者を対象に幼稚園の

日々の活動を公開することをねらいとして

Weblogを構築した。その際には、個人情報保護

や、幼児の安全確保のため、園に在籍する幼児

の保護者のみの限定公開とし、パスワードとＩＤ

をつけた。また、万一のことを考えて、トラッ

クバックとコメントは禁止する設定にした。

教諭、養護教諭、事務職、副園長には、パソ

コンが配布されているので、それを使って簡単

な講習会を行った。

まだ試行段階であることから、保護者向けに

は、お便りではなく懇談会とポスターでパス

ワードとＩＤを知らせた。

年長組担任は情報担当であることから多くなっ

ているが、管理職や養護教諭からも６件と比較的

コンスタントに投稿されている。１０月の投稿が少

ないのはl公開研究会があり投稿する時間がな

かったことが原因だと考えられる。保育日数で割

ると、１日平均1.53件であり、園全体では頻繁に

更新されたと考えられる（表１）。

表１１日あたりの投稿数

投稿数保育日数１日あたりの投稿数

９月４５件２０日２２５件

１０月１７件２０日０８５件

11月13件９日１４４件

②投稿に要する時間と投稿時間帯

更新に要した時間は３分から６分が７人中

４人であった（図２）。

４．結果と考察

２ケ月半、幼稚園Weblogを運用した結果、ど

のような効果が見られ、どのような課題がある

かを投稿記録や職員と保護者へのアンケートか

ら考察していく。

（１）職員の投稿状況

①更新の回数

Weblogが、この２ケ月半にどの程度更新さ

れたかを見ると回数に差はあるが、全学年の担

任から投稿されていることがわかる（図１）。

３分から６分

６分から１０分

１０分以上

０２３４５人

図２投稿に要する時間

１０分以上の回答者も画像挿入時に通信が切れ

た場合のみと応えており、投稿者の多くは短い

時間に投稿できると感じているようだ。そのた

めか、投稿する時間帯も初めは、勤務時間後が

多かったが、徐々に勤務時間内が多くなった

（図３）。
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図３投稿時間帯

投稿数 保育日数 1日あたりの投稿数

9月 45件 20日 2.25件

10月 17件 20日 0.85件

11月 13件 9日 1.44件
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③投稿の障害となるもの

さらにアンケートでは、投稿の障害となる

ものとして大きく、４つのことが挙げられ

た。（図４）
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図４投稿の障害となるもの

④Weblogのよさ

アンケートではWeblogのよさについても調

査した。優先順位をつけてもらい１番は3点、

2番は2点、３番は1点と得点化した（図６）。

結果、園の様子をタイムリーに伝えることが

できることが１番に挙げられた。毎月のお便

りでは幼児の様子を知らせているが、一月に

１回なのでなかなかタイムリーにはいかな

い。また写真も挿入しているが白黒なので、

生き生きとした様子は伝わりにくい。その意

味からも毎日の様子をすぐに伝えられる

Weblogのよさを強く感じているようだ。ま

た、Weblogによって、他学年が何をして遊ん

でいるのかを改めて知るという効果もあると

いうのは、期待していなかった効果であっ

た。

１つは機器の操作面である。通常のデジタ

ルカメラではサイズが大きく、それをそのま

ま投稿してしまい、画像が大きすぎるという

問題があった。そこで、撮影時にサイズを落

とすか、画像挿入時にサイズを落とすという

方法がとられるようになった。しかし、この

操作があることによって、投稿への敷居が高

くなるようである。また、画像挿入時に予期

せぬ理由で通信が中断されることも数回続

き、それも投稿への障害となったようであ

る。

さらに保育中写真をとれないという問題も

ある。幼稚園では、幼児と体を動かしながら

保育することが多い。その点からは、デジタ

ルカメラが小さくなったとはいえ、保育中に

持ちあるくことは障害となる。そのため、特

に年少組では投稿数が少なくなるようであ

る。

また、まだ初めて２ヵ月半ということで、

投稿が習』慣となっていないのでついつい忘れ

るという声も多かった。これは今後、情報担

当が声をかけたり、週末にはまとめて投稿す

ることを呼びかけたりすることが必要となり

そうである（図５）。

園の栂子をタイムリーに知らせること

ができる

肥録として役立つ

他学年の活動がわかり、職員の情報

共有につながる

0５１０１５２０２５ 

図６Weblogのよさ
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（２）保護者の意識

①アクセス頻度

｜Weblogへのアクセス頻度をアンケート調査

した（図７）。ＰＲが足りなかったか、年長

組、年中組でのまだ見ていない人や、これま

でに２，３回という人が多かった。しかし、年

少組では、やはり保護者の関心の高さを裏付

けるようにほぼ毎日か、週に２，３回アクセス

すると回答している人があわせて40％を超え

ている。年少組の保護者は、幼児からは園で

の様子が伝わらないことから、園からの情報

を期待していることが伺われる。

結果、父母ともにアクセスする時間帯は夕

方から７時以降が多いことがわかった。自由

筆記の中にも「夕食後に家族みんなで見てい

ます」「父親が職場でも楽しみに見ていま

す」という記述も多く見られ、当初は期待し

ていなかった父親のアクセスが予想以上に多

かった。アクセスする場所も職場という人が

3割近くを占めた（図９）。

■ﾛ■■U■■Ⅱ■■Ⅱ■■ 
職棚鰯鰯

母

園
父

0％ ２０％ ４０％ ６０％８０％1008 

図ｇアクセスする場所

③保護者の感想、要望

感想の中では、普段の子どもの自然な様子

がわかるという回答が最も多かった（図

10）。「参観日では自分の子どもを中心に自

分の視点で見ていましたが、また違ったとこ

ろを見ることができました」「子どもが話し

てくれる園の話がよりわかる」「家では園の

様子をあまりしゃべらないので助かります」

「送迎だけではわからない様子を見ることが

できる」というような意見に代表されるよう

に。園の様子を知ってもらうた腱めには効果的

だったと考えられる。しかし、やはり、職員

と同様に画像が適切に挿入されていないこと

が挙げられている。各学年の投稿にばらつき

があったことから、「各学年平均的に掲載し

てほしい、学年ごとに分けて掲載してほし

い」という意見も出されている。しかし、中

年
年
年
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図７アクセス頻度

②アクセス時間帯と場所

ｌアクセスする時間帯と場所も保護者にアン

ケート調査した（図８）。
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普段の子どもの椴干がよくわかる

写又がうまく拡大されない

ブログをつくっている先生の負担が心配

育友会の情報も投稿したらいい

項目を分けてほしい(クラス毎など）

ＰＣを見られる人とそうでない人の蓬が心配

保獲者の１W鯛交換や保腹者からのｺﾒﾝﾄも入れられるように

予定表も入れてほしい

もっと地域の人や他者の方々に知ってもらった方がいい

あっさりしているので､もっと既み物的に

0５１０１５２０２５３０３５４０４５５０人

図１０保護者の感想、要望
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②今後期待する内容

今後期待する投稿内容として、保護者はや

はり、保育の様子が多かった（図12）。しか

し職員は保育の様子だけでなく、育友会活動

や保護者のサークル活動についても投稿でき

ればよいと考えていることがわかった。

保護者からの感想、要望の自由筆記の中に

は「トラックバックは必要ないと思います

が、コメントは入れても良いのでは？と思い

ます。行事のあとなどに先生方にお礼をお伝

えしたい時があります」「父兄の意見交換の

場があればさらによいのではと思います」と

いう記述もあった。単に園からの情報発信の

場ではなく、情報交換の場として期待されて

いると考えられる。

には「全学年の様子がわかり、我が子も来年

はその次はこの様な活動が出来るようになる

のかと思いながら楽しんでおります」とある

ような視点の意見もあった。

さらには、「ＰＣを閲覧できる環境にある人

とそうでない人のギャップが生じる情報の公

開は留意しなければいけないので難しいと思

いました」という意見もあった。ネットワー

クにつながったＰＣがないと回答した家庭もア

ンケートでは7件見られた。日常的にＰＣを開

く環境でない家庭も多いので、デジタルデバ

イトを防ぐ工夫として、紙面での公開や送迎

時にパソコンを閲覧できるようにするなどの

配慮が必要であると考えられる。

（３）Weblogの内容

①Weblogの内容

Weblogの内容を分析した結果、遊びについ

ての投稿が9,10,11月共に多かった(図11)。

■■■■■■ 

｜蕊||繍鑿職員

国普段の保育活励

固子どもの作品および掲示物

ロ幼稚園からのお知らせ

■その他

■■■■■■ 

保阻者

１１月

鬮遊び

圏行事準備
団行事
ロ安全､健康指導
團育友会活動
□その他

0％２０９６４０％６０％８０％１０既

図１２今後期待するWeblogの内容
1０月

９月

７．結論と課題

以上の考察の結果、次のことが明らかになっ

た。

①幼稚園Weblogは、園での子ども達の姿を保護

者に伝えたり、あまり幼稚園の行事に参加で

きない父親も閲覧したりすることができ効果

的である。

②Weblogの操作は、比較的容易なので頻繁な更

新は可能であった。しかし、画像の挿入が現

在、障害となっている。また、幼稚園の特徴

上写真を毎日撮影することは難しい状況であ

る。この問題に対しては、保護者に理解を求

めたり、週に１回まとめて投稿したりするな

どの工夫が必要である。

③Weblogは試行段階では園からの情報発信が目

0％２０％４０％６０％８０％１００％ 

図１１Weblogの内容

９月は運動会の練習をかねた行事の準備が多

かった。行事の準備も幼稚園では遊びの中で行う

ことが多いことを考慮すれば、全体の６６％が遊

びについての内容であったことがわかる。安全、

健康指導も全体では10％を占めている。これは安

全、健康指導の場合はＴＴで行うことが多いので

写真も撮りやすく投稿が容易になると考えられ

る。また育友会活動についても11％で予想よりも

高い。幼稚園では育友会活動が盛んに行われてい

るのでそれを他の保護者にも伝えようとする職員

の意識の表れだと考えられる。
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的だったが、情報交換の場としても期待され

’ている。

④保護者間のデジタルデバイトを防ぐために、

紙ベースでの情報発信や、直接コミュニケー

ションの場も欠かせない。
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附記

本論文は金沢大学教育学部附属幼稚園中

野淳子教諭の実践研究である。園に関する運

営、Weblogの運用や内容については、園長

（平成14～17年度）である大久保英哲が責任

を有するが、本研究の業績はひとえに中野淳

子の手に帰するものであることを明記した

い。（大久保英哲記）


